
（腎臓内科）

１．概　　要
　当科の診療領域は、腎炎・ネフローゼ・腎不全（腎後性以外）など内科的腎臓病一般である。尿路結
石や腫瘍は、取り扱っていない。
豊橋市民病院は東三河地域の基幹病院であり、その中で当科は医師がわずか3人という、内科の中で一
番小さな科であるが、多種多様な病態の診療に携わっている。実際、急性腎不全（AKI）を始めとする
重症患者の血液浄化の依頼を含めコンサルトは多く、慢性腎不全（CKD）や維持透析患者の合併症の
治療にも関っている。
　腎炎やネフローゼには、名古屋大学腎臓内科の支援の下、積極的に腎生検を行い診断・治療に役立て
ている。末期慢性腎不全に対しては、血液透析を導入している。院内の移植外科とも連携し、可能な限
り、腎移植も勧めている。また、腹膜透析（CAPD）も、近日中に再開する予定である。
血液浄化療法は、MEや看護師の協力により、血漿交換・免疫吸着・持続的血液ろ過透析（ CHDF）な
どを病態に応じて施行しており、それにも当科が携わっている。
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腎臓内科

人533:数者患新度頻別患疾

人533:数者患新度頻別患疾別月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

慢性腎不全 慢性腎炎症候群 単独たんぱく<蛋白>尿 急速進行性腎炎症候群
体液，電解質及び酸塩基平衡障害 急性腎不全 ネフローゼ症候群 腎及び尿管の障害
反復性及び持続性血尿 紫斑病及びその他の出血性病態 その他

慢性腎不全 170人
50.7%

慢性腎炎症候群
33人 9.9%

単独たんぱく<蛋白>尿
25人 7.5%

急速進行性腎炎症候群
23人 6.9%

体液，電解質及び酸塩
基平衡障害 20人 6.0%

急性腎不全 19人 5.7%

ネフローゼ症候群 18人
5.4%

腎及び尿管の障害 14人
4.2%

反復性及び持続性血尿
5人 1.5%

紫斑病及びその他の
出血性病態 2人 0.6%

その他 6人 1.8%



腎臓内科

人532:数者患新 患疾５定指科　

1 慢性腎不全 １７０人
2 急速進行性糸球体腎炎 ２３人
3 急性腎不全 １９人
4 ネフローゼ症候群 １８人
5 ＩｇＡ腎症 ５人

　　計 ２３５人



学会発表
＜腎臓内科＞

№ 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

1 感音難聴を呈したmyeloperox idase
（MPO)－ANCA関連血管炎の一例 山 口 　 真 第56回日本リウマチ学会総会・学術集

会 2012/4/27

2
著明な血小板減少を認めなかったヘパリ
ン起因性血小板減少症 (Heparin-induced 
thrombocytopenia;HIT)の１例

山 口 　 真 第57回（社）日本透析医学会学術集会総
会 2012/6/24

3 EBウイルス感染を合併したWegener肉
芽腫症の１例 山 口 　 真 第42回日本腎臓学会西部学術大会 2012/10/26

4 感染性心内膜炎と化膿性脊椎炎を合併し
たペースメーカー留置患者の１例 安 井 裕 智 日本内科学会第218回東海地方会 2012/10/28

5 ベーチェット病加療中に間質性腎炎を発
症した１例 野 村 理 恵 日本内科学会第218回東海地方会 2012/10/28



研究会発表

＜腎臓内科＞

№ 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

1 EBウィルス感染症を合併したWegener
肉芽腫の一例 山 口 　 真 第18回三河腎と膠原病症例検討会 2012/11/10

2 急激な経過を辿った管内増殖性糸球体腎
炎の一例 吉 岡 知 輝 第54回平成腎カンファ 2012/11/22



座長・司会

＜腎臓内科＞

№ 演　　題　　名 座長名 学会・研究会名 発表年月日

1
特別講演座長 名古屋大学大学院医学系研
究科　腎臓内科学　丸山彰一「慢性腎臓病
患者の降圧療法－CKD診療ガイド2012の
要点－」

山 川 大 志 東三河学術講演会 2012/9/19

2
特別講演座長　名古屋大学大学院医系研究
科　伊藤恭彦「腎不全治療・腎代替療法の
あり方を考える」

山 川 大 志 東三河PD講演会2012 2012/11/30


